
会
議
次
第



- 1 - 
 

新潟市北区郷土博物館 令和５年度（11月～R6.3月10日）事業報告 

 

１ 展示事業  

(１) 常設展示 「阿賀北の大地と人々のくらし」（考古・歴史・民俗・芸術（書）） 

 

(２) 企画展及び関連事業 

① 美術企画展 没後１年 西村満展―北のまなざし― 

新潟市松浜（現新潟市北区松浜）の風景を原点として、自身の内景と共鳴する世界を

描き続けた西村満（1935―2022、現十日町市生まれ）の没後１年にあたり、その代表的作

品21点に加え、資料としてスケッチ作品を展示し、西村の「北のまなざし」を浮き彫り

にした。 

・会  期   １１/１８日（土）～１２/１７（日） 

・会  場   ホール、集会室 

・入館者数   １,５５４人 

  ・展示点数   ２８点（油彩画２１点、関連スケッチ７点） 

・後  援   新潟日報社、ＮＨＫ新潟放送局、ＢＳＮ新潟放送 

・協  力   新発田市教育委員会 

・作品鑑賞会（実施日・参加人数・講師） 各日とも午後1時30分から 

     11／19（日） ２１人・遠山裕茉（対話による鑑賞会） 

11／26（日） １６人・神田直子  

12／ 3（日） １７人・遠山裕茉（対話による鑑賞会） 

12／10（日）  ８人・神田直子 

・中高生向け鑑賞会（実施日・参加人数・講師） 各日とも午後1時30分から 

     11／25（土）  ６人・遠山裕茉 

12／ 2（土）  ７人・遠山裕茉 

  ・リーフレットＡ４版 ８頁立  

 

② 常設展拡大企画 葛塚縞展 

葛塚縞は葛塚の地名が付いた木綿織物で、低湿田での厳しい農作業に適した野良着用の

布として評判だった木綿布。江戸時代後期から産業化し、近代は町の主要産業として発展、

昭和４０年代後半まで工場で生産された。葛塚縞の歴史・機械生産された布などの資料か

ら産業としての葛塚縞について紹介 

本展は、令和５年１月４日から新設した常設展示コーナー「くらしを支えた手織り 葛

塚縞」の関連企画として実施 

・会  期  Ｒ６．１/４（木）～５/６（月･休） 

・会  場  ホール 

・入館者数  １,２２８人（1/4から3/10まで） 

  ・展示点数  ４１点（歴史資料（文書）、民俗資料、写真） 
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・関連事業① トークイベント「葛塚縞の魅力、再発信」 

・期 日 3／10（日） 

・会 場 当館集会室 

・話し手 里村 洋子氏（エッセイスト・ノンフィクション作家）・曽部珠世 

・参加者数 ２８人 

・葛塚縞手織りの会による手織り伝承活動の公開 

      会期中の毎週土曜 午後1時30分～4時 

 

※今後の関連事業 

  ②手織り体験  3／23・30、4／6・13・20・27、5／4（土）午後2時～4時 

  ③展示解説会  3／24、4／7・21（日） 午後2時～2時30分 

  ④講演会「越後の木綿」 講師：陳 玲 氏（県立歴史博物館 専門研究員） 

  4／29（月･祝） 午後2時～3時30分 

 

 

２ 教育普及事業（講演会・講座・教室・講師派遣・レファレンス等） 

(１) 第30回郷土芸能発表会 

・日  時  １１/３（金･祝） 午後0時15分～ 

・会  場  ホール 

・入場者数  ３２０人  

・演目と出演団体    ※ 出演順、計９団体 

松浜太鼓（松浜太鼓保存会）、木崎の神楽（木崎三柱会）、 

新崎樽ばやし（新崎樽ばやし連）、正尺の神楽（正尺神楽保存会）、 

新崎甚句（新崎甚句保存会）、長場の神楽（長場神楽保存会）、 

内島見の神楽（内島見神楽保存会）、新崎伊佐弥神楽（新崎伊佐弥神楽保存会）、 

松浜盆踊り（松浜盆踊り太鼓保存会） 

・関連企画  北区の神楽・獅子舞を写真パネルで紹介 

 

(２) ふるさと学習 

  学校や地域などと連携し、資料の紹介や展示見学の利用を図った。 

① 「むかしの道具コーナー」を設置 

釜、洗濯板など電化製品が普及する以前の暮らしにまつわる当館所蔵の生活道具（民

具）を展示。新潟市内の小学校 3 年生の社会科等の授業での活用をサポートするほか、

一般の見学にも対応。体験コーナー（野良着着用・天秤棒担ぎ）の設置 

・会 期  Ｒ６．１/４（木）～２/２９（木） 

・会 場  集会室 

 

② 学校教育の一環としての利用 

 ・新潟市立早通南小学校４年生（社会科「福島潟の干拓」関連） 
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・期日と人数 １１/１６（木）（３クラス、１００人） 

・講 師   曽部 珠世、市民ボランティア２人 

・会場と内容 「福島潟の干拓」に関する民俗資料の見学、干拓の歴史・水害等の説明 

 

・新潟市立葛塚東小学校４年生社会科見学（社会科「福島潟の干拓」関連） 

・期日と人数 １２/ ５（火）（２クラス、５６人）、 

１２/ ６（水）（１クラス、３０人）  

１２/１２（火）（１クラス、３１人）  合計１１７人 

・講 師   曽部珠世、市民ボランティア延べ２人 

・会場と内容 常設展示室（干拓の歴史の説明と関連する民俗資料の見学） 

 

・新潟市立木崎小学校３年生（社会科「かわる道具とくらし」関連） 

・期日と人数 Ｒ６．１/１８（木）（２クラス、５８人）  

・講 師   曽部珠世、遠山裕茉、市民ボランティア３人 

・会場と内容 集会室（むかしの道具コーナー）及び常設展示室（野良着・天秤棒体験、

昔の米作りから見る地球にやさしい昔のくらしの説明） 

 

・新潟市立葛塚東小学校３年生社会科見学（社会科「かわる道具とくらし」関連） 

・期日と人数 Ｒ６．１/３０（火）（２クラス、５７人） 

１/３１（水）（２クラス、４５人）合計１０２人 

・講 師   曽部珠世、遠山裕茉、市民ボランティア延べ７人 

・会場と内容 集会室（むかしの道具コーナー）及び常設展示室（野良着・天秤棒体験、

昔の米作りから見る地球にやさしい昔のくらしの説明） 

 

(３) 講師派遣 

① とよさか中高年教養大学 一般教養講座「現代美術への招待（５）」  

・主 催  とよさか中高年教養大学 

・期 日  １２/９（土） 

・講 師  神田直子 

・会 場  新潟市葛塚コミュニティセンター 

・参加者数 ３０人 

 

② 早通南小学校３年生社会科「かわる道具とくらし」の出前授業（民具説明と野良着体験） 

・主 催  早通南小学校 

・期 日  Ｒ６．１/１６（火） 

・講 師  伊藤健、曽部珠世 

・会 場  早通南小学校 

・参加者数 ９８人（３クラス） 

 

③ とよさか中高年教養大学 一般教養講座「美術の物語（３）」  
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・主 催  とよさか中高年教養大学 

・期 日  Ｒ６．１/１３（土） 

・講 師  神田直子 

・会 場  葛塚コミュニティセンター 

・参加者数 ３０人 

 

(４) 他館等の主催事業への協力 

・地域が主役里潟保全事業への協力（「福島潟ガイドブック」への原稿執筆）  

・主 催  新潟市環境政策課 

・内 容  小冊子『福島潟ガイドブック』（Ｂ５版36頁、３月末発行予定）の 

「福島潟干拓の歴史」（3頁分）、「民俗・生業」（4頁分）の原稿執筆、校正、 

執筆担当者会議への出席（3／4） 

・期 日  １２月～３月 

・担 当  曽部珠世 

 

(５) レファレンス 

・市民の郷土史学習サポート、資料調査協力、歴史資料や郷土史関連図書の閲覧対応 

・他の博物館や大学など研究機関への協力 

 

(６) 刊行物販売 

 

 

３ 新潟市北区郷土博物館市民ボランティアの育成と事業 

現在、活動している「新潟市北区郷土博物館市民ボランティア」の維持に関する事務

のほか、ボランティア活動のサポート、研修（スキルアップ研修、情報共有・情報交換）

の実施等の事務 

 

(１)定例会・研修会 

・日 時 １１/１１（土）、１/１３（土）、２/１８（日）、３/９（土）  

定例会 午前10時～11時、研修会 午前11時～正午 

（２/１８（日）は研修会を10時～11時、定例会を11時～11時30分に実施）  

（３/９（土）は定例会のみ実施） 

・内 容 ボランティア活動の確認などを行う定例会のほか、館内外において、当館常

設展示のガイド活動におけるスキルアップや活動に関わる情報収集を目的

とした研修を実施 

・講 師 当館学芸員、なぐも友美氏（２/１８（日）） 

  

（２）館外見学 

・日 時  １１/２３（木）午前9時30分～午後5時 
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・内 容  他館の展示やボランティア活動を知るため、県内の博物館を見学 

・見学先  新潟県立歴史博物館、馬高縄文館、新潟県立近代美術館 

 

（３）郷土資料収蔵庫見学（所蔵民俗資料の見学） 

・日 時  １１/２５（土）午前10時～ 

 

（４）市民ボランティア主催ワークショップ「いろんな紙飛行機をつくろう」 

 ・日 時  １２/２３（土）午前10時～正午、午後1時～3時 

 ・内 容  さまざまな紙飛行機の作り方を教える企画 

  ・講 師  市民ボランティア９人 

  ・参加者数 ０人 

 

 

４ 葛塚縞手織りの会（常設展示の手織り機技術伝承）の活動  

常設展示中の葛塚縞コーナーで、「葛塚縞手織りの会」が手織り機の技術伝承活動を行う

もの。原則毎月第２・第４土曜の午後１時３０分～４時を活動日。なお、葛塚縞展の会期中

は毎週土曜に活動 

・活 動 日  １７日（11月～R6．3／9） 

・参加会員  延べ７５人 

・内  容  はた織り、はた織り前の準備（糸巻き、整経、オサ通し、フェ通し等） 

企画展関連手織り体験の準備 

 

 

５ 郷土資料収蔵庫管理  

・環境整備 ・虫の侵入防止 ・空調管理 

・郷土資料収蔵庫内の防虫防菌処理（12月1日） 

 

 

６ 所蔵資料（指定文化財含む）の保管・整理 

・歴史資料の整理作業（ボランティアによる眞嶋家旧蔵文書の清掃作業）（再掲） 

・民俗資料の整理作業（郷土資料収蔵庫配架作業） 

・美術・書作品の整理作業（作品・資料と台帳の照合等） 

 

 

７ 所蔵資料の貸出と写真等の使用の許可の記録  

（個人への貸出等は除く） 
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許可日 資料名 目的 貸出・許可先 

11/21 

※展示期間は

R6.1/13～2/25 

・『葛塚縞Ⅰ 手織りの工程』に掲載

等の写真10点 

・山口賢俊撮影の手織り8ミリ映像

2点 

冬季テーマ展示「越

後の木綿 いま む

かし」での展示 

新潟県立 

歴史博物館 

12/1 

※使用日は12/6 
曽我簡堂関係所蔵資料の写真４点 

豊栄南小学校出前講

座で使用 

新潟市歴史

博物館 

12/12 

※展示期間は

R6.2/17～3/24 

・｢新潟地震 豊栄町の記録 写真集

No.2｣（豊栄市役所文書3517） 

・上記資料中の写真画像5点 

企画展「1964 -歓

喜・悲嘆・奮励の

366日-」での展示 

新潟市歴史

博物館 

12/12 
高橋熙家文書(高橋仁七種苗店関係)

の資料等の写真5点 

『入門 食と農の人

文学』(2024年春刊

行予定)第10章への

掲載 

ミネルヴァ

書房 

12/17 

※展示期間は

R6.1/13～2/25 

葛塚縞の反物2点 

企画展「越後の木綿 

いま むかし」での

展示 

新潟県立 
歴史博物館 

12/28 

※使用日はR6.1 

昭和30～40年代の福島潟の漁業・狩

猟・採集等の写真8点 

新潟県事業「令和5

年度インバウンド観

光消費額向上モデル

事業」での説明資料

で使用 

(公財)新潟

観光コンベ

ンション協

会 

 

 

８ 北区の文化財（指定文化財ほか）の調査整理・公開活用・保護 

(１）調査整理 

・眞嶋家旧蔵文書（令和４年度購入）の資料清掃ボランティア 

  作業日（各日とも半日）：11/22・24・30、12/7・13、1/12・18・25・2/1・8・15 

  作業人数       ：延べ２１人 

 

(２）公開活用  

・指定文化財の常設展示室での公開 

・第30回郷土芸能発表会 １１/３（金・祝）（再掲） 

・文化財等説明板の修繕  板面修繕（説明文改訂）：２件（古峯神社、歓天喜地） 

 

(３）保護育成 
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・郷土資料収蔵庫内の防虫防菌処理（再掲） 

・博物館（本館）収蔵庫内の防虫防菌処理（令和６．３/４） 

・県指定天然記念物「高森の大ケヤキ」に関する対応（大雪または能登半島地震が原因

と推測される枝折れ等のき損 １月） 

・市指定有形文化財「法淳寺」に関する対応（能登半島地震が原因の漆喰・土壁の落下、

骨組の竹（小舞）の破損 １月） 

・文化財防火デーにかかる石動神社（国登録文化財）消防訓練の立ち合い（１/２４） 

 

 

９ 特色ある区づくり事業「北区郷土博物館 地域魅力発信事業」  

詳細は令和６年度事業計画８で説明 

 



 

-８- 

 

 
・「入館者数」は、３月１０日までの館内に入場した人数です。展覧会観覧者数や事業参加者数の合計とは異なります。 

 

月別
北区郷土博

物館　入館者
数（人）

主　な　行　事

昭和のくらし展-着るたのしみ、装うたしなみ-　1/4～5/7　（計1986人　※4/1～5/8は５８２人）

ミニ企画展「新潟地震－北区の記録－」5/26～７/12

ミニ企画展「新潟地震－北区の記録－」5/26～７/12（計738人）
美術の中の自然展Ⅱ７/22～8/27

合計 7,013

昭和のくらし展-着るたのしみ、装うたしなみ-　1/4～5/7

ミニ企画展「新潟地震－北区の記録－」5/26～７/12

美術の中の自然展Ⅱ7/22～8/27 （計797人）

第１回北区こども作品展9/16～10/9

第１回北区こども作品展9/16～10/9（計656人）

没後1年西村満展－北のまなざし－11/18～12/17

没後1年西村満展－北のまなざし－11/18～12/17（計1554人）

常設展拡大企画　葛塚縞展　1/4～5/6

常設展拡大企画　葛塚縞展　1/4～5/6
２月 482

３月 202
常設展拡大企画　葛塚縞展　1/4～5/6

12月 1,030

１月 544

10月 384

11月 1,309

８月 606

９月 643

６月 388

７月 569

令和５年度入館状況

４月 479

５月 377

・10/24～10/27は照明工事のため休館。12/28～1/3は年末年始のため休館。
・「入館者数」には館外事業での参加者数は含まない（館内に入場した人数）。館外事業参加者数は
次のとおり。
・館外事業参加者数　合計99人
　　　　早通南小学校３年生出前授業　87人
　　　　市民ボランティア研修会（R6. 2/18）　12人
　　・他館等主催事業（講師派遣等）合計137人
　　　　ご近所だんぎ（6/8）　34人
　　　　福島潟ウォッチング（ビュー名誉館長事業（10/22）43人（参加者41人＋出演者2人）
　　　　とよさか中高年教養大学（12/9）30人、（R6. １/18）30人

月別入館者数調べ（本館のみ） R６年３月１０日現在

（人）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
四半期
R5/R4

4月 464 426 379 434 510 649 698 272 610 628 479

5月 610 504 446 547 427 554 527 185 470 617 377

6月 587 376 674 743 683 535 589 532 553 647 388

7月 1,117 1,081 888 1,231 1,198 790 606 427 570 660 569

8月 850 757 1,039 882 1,135 952 1,003 526 800 445 606

9月 1,220 1,360 1,331 982 1,302 1,040 1,048 850 781 355 643

10月 910 532 452 0 575 698 798 481 648 445 384

11月 924 1,181 1,289 1,201 1,015 990 1,557 781 530 0 1,309

12月 428 193 580 582 337 418 354 605 677 0 1,030

1月 370 260 551 769 510 422 671 665 530 469 544

2月 647 635 714 656 323 701 738 468 372 417 482

3月 925 1,094 426 875 492 516 306 450 630 518 202

合計 9,052 8,399 8,769 8,902 8,507 8,265 8,895 6,242 7,171 5,201 7,013

65.8%

124.5%

611.9%

87.5%



- 1 - 
 

新潟市北区郷土博物館 令和６年度事業計画 

１ 展示事業  

(１) 常設展示 「阿賀北の大地と人々のくらし」（考古・歴史・民俗・芸術（書）） 

 常設展示拡張スペース（ホール右半分）にて「くらしを支えた手織り葛塚縞」 

 

(２) 企画展及び関連事業 

① 常設展拡大企画 葛塚縞展 

（前年度から継続） 

かつて町の主要産業だった木綿織物 葛塚縞について関連資料から紹介 

・会期 １/４（木）～５/６（月・休） 

・会場 ホール全面 

・展示解説（講師 当館学芸員 曽部珠世） 

４/７（日）・４/２１（日）１４：００～ 

  ・手織り体験・実演：会期中の毎週土曜１４：００～ 

  ・関連講演会 「越後の木綿」 

４/２９（月・祝）１４：００～１５：３０ 

講師 陳 玲氏（新潟県立歴史博物館専門研究員） 

 

② 新潟地震から６０年 災害の記録をたどる写真展 

１９６４年に発生した新潟地震、１９６６年と１９６７年の２年連続の大水害な

どこれまでにみまわれた災害を記録写真などで紹介 

  ・会期 ５/２５（土）～６/３０（日） 

  ・会場 ホール全面 

 

③ 夏休み企画 書をみる ―弦巻松䕃と上田桑鳩の作品― 

二人の作家の自由な表現を楽しみつつ、書芸術の魅力を探る 

対話形式による作品鑑賞会を予定 

・会期 ７/１３（土）～８/２５（日） 

・会場 ホール全面 
・作品鑑賞会（講師 神田直子氏）日程未定 

 

④ 第２回 新潟市北区こども作品展 

新潟市北区の小学生が夏休みに取り組んだ創意と工夫に富んだ自由研究や作品

を展示 

・会期 ９/２１（土）～１０/２０（日） 

・会場 ホール、集会室 

 ・対象 新潟市北区の小学生児童 
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⑤ 所蔵美術作品展 かたちを「うつす」世界 

新収蔵作品を含めた美術作品を公開 
「うつす」という言葉から導かれた３つの「写す/移す/映す」をキーワードに鑑賞 
・会期 １１/１６（土）～Ｒ７ １/１３（月・祝） 

・会場 ホール、集会室 
・作品鑑賞会（講師 神田直子氏ほか） 日程未定 

 
⑥ 北区ゆかりの文化財展（仮称） 

北区ゆかりの指定文化財や登録文化財など有形・無形の文化財を紹介 

・会期 Ｒ７２/８（木）～５/６（火・休） 

・会場 ホール、集会室 

・展示解説会（講師 当館学芸員） 日程未定 

 

２ 教育普及事業（講演会・講座・教室・講師派遣・レファレンス等） 

(１) 講座 

① 葛塚縞展関連講演会「越後の木綿」（再掲） 

・日時 ４/２９（月・祝） 

・会場 集会室 

・講師 陳 玲氏（新潟県立歴史博物館専門研究員） 

 

② 博物館講座１ テーマ調整中 

・日時 ６/９（日） 

・会場 集会室 

・講師 本井 晴信氏（元新潟県立文書館副館長） 

 

③ 博物館講座２ 「新潟地震から６０年 いま災害を考える」（仮称） 

・日時 ６/１６（日） 

・会場 集会室 

・講師 伊藤 健（当館館長） 

 

④  博物館講座３ テーマ調整中 

・日時 ６/２３（日） 

・会場 集会室 

・講師 本井 晴信氏（元新潟県立文書館副館長） 

 

⑤  博物館講座４ 

「アートを楽しむ ―書の激動の時代を生きた弦巻松䕃―」（仮称） 

・日時 ６/３０（日） 

・会場 集会室 
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・講師 神田 直子氏（前当館学芸員） 

 

(２) 夏休み体験教室 

① 手織り体験 

・日時 ７/２７（土）、８/１７（土） 

・会場 集会室 

・講師 葛塚縞手織りの会 

 

② ワラ細工体験 

・日時 ７/２８（日）、８/１８（日） 

・会場 集会室 

・講師 当館市民ボランティア 

 

(３) ふるさと学習 

学校や地域などと連携した資料の紹介、展示見学 

釜、洗濯板など電化製品が普及する以前の暮らしを当館所蔵の生活道具（民具）を

利用するなどして新潟市北区の小学生（３・４年生）の社会科授業に対応 

 

(４) レファレンス 

・市民の郷土史学習サポート、資料調査協力、歴史資料や郷土史関連図書の閲覧な

どに対応 

・他の博物館や大学など研究機関への協力 

 

(５) 刊行物販売 

 

３ 市民ボランティアの活用 

(１) ガイド活動 

ゴールデンウィークなど来館者が多数訪れる時期、団体見学来館時などに昨年度

募集して養成した「新潟市北区郷土博物館市民ボランティア」の活動により市民理

解の向上を図る 

・春のガイドウィーク 

４／２７（土）～２９（月・祝）、５/３（金・祝）～６（月・休） 

・こども作品展期間 

  ９/２１（土）～２３（月・休）、２８（土）、２９（日）、１０/５（土）、６（日）、

１２（土）～１４（月・祝）、１９（土）、２０（日） 

・団体見学時 

 

(２) 体験教室 

① ワラ細工体験（再掲） 



- 4 - 
 

・日時 ７/２８（日）、８/１８（日） 

・会場 集会室 

 

② 内容未定 

 ・日時 １０/１４（月・祝） 

 ・会場 集会室またはホール 

 

(３) スキルアップ研修 

  当館学芸員により４月～６月にボランティアのガイドスキルを向上するため３回

実施予定（日程、内容は調整中） 

 

４ 博物館実習、職場体験等の受け入れ  

・博物館学芸員課程履修の実習生の受け入れ 

 県内外の大学生６名を２グループに分けて受け入れる予定 

 ７/２７～１１/２４の間 各グループとも７日間の実習 

 

５ 郷土資料収蔵庫管理  

・環境整備 ・虫の侵入防止 ・空調管理 ・くん蒸処理 

 

６ 所蔵資料（指定文化財含む）の保管・整理 

・歴史資料の整理作業 

・民俗資料の整理作業 

・美術作品の整理作業 

・くん蒸処理 

 

７ 北区の文化財（指定文化財ほか）の関連事業 

（１） 調査整理 

 

（２） 公開活用 

・第 31 回新潟市北区郷土芸能発表会 

郷土芸能保存団体による公演 １１/３（日・祝） 場所は検討中 

・北区郷土芸能公演（仮称） 

郷土芸能保存団体による公演 １１/２４ 北区文化会館 

・葛塚縞手織り実演会 

葛塚縞手織りの会による出張実演 ８/３１、９/１ 新潟ふるさと村 

・文化財等説明板の修繕 
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（３） 保護育成 

 ・県指定天然記念物「高森の大ケヤキ」、市指定天然記念物「大久保のケヤキ」など

に関する対応 

 

８ 特色ある区づくり事業「北区郷土博物館 地域魅力発信事業」  

詳細は別紙 



事　　業　　名

事　業　期　間

担　当　所　属

目　　　的

手　　　段

実　施　年　度 令和５年度（１年目） 令和６年度（２年目） 令和７年度（３年目）

特色ある区づくり予算事業計画

北区地域総務課　北区郷土博物館

令和５年４月１日　～　令和８年３月３１日

北区郷土博物館　地域魅力発信事業

計画内容

　葛塚縞の歴史と今日の状況などについて、広く市民に認知してもらう。
　地域の郷土芸能について、市民の理解を深める。
　郷土芸能を担う市民が誇りに感じ、後継者が集う環境を醸成する。
　貴重な文化財である郷土芸能の保存、継承を進めて後世に繋げる。
　区内の郷土芸能の交流により区の一体感を高める。

１　葛塚縞について
① 常設展示拡張コーナーの整備・充実、② 葛塚縞手織りの出張実演、③ 葛塚縞関連講演会の開催、④ 市民理解を深めるための方策検
討、⑤ 常設展示案内追補版の発刊
２　郷土芸能について
① 郷土芸能の実演

１葛塚縞について
①常設展示拡張コーナーの整備・充実
　常設展示拡張コーナーの照明及び展示台の増
設を行うなど展示機能の整備を図り、分館「横井
の丘ふるさと資料館」の民俗資料の展示を充実す
る。

１葛塚縞について
②葛塚縞手織りの出張実演
 多くの市民が集まる新潟ふるさと村に葛塚縞手
織機を搬送し、保存会「葛塚縞手織りの会」による
出張実演を行う。
③葛塚縞関連講演会の開催
　日常の布として全国各地に浸透していった綿織
物の背景と葛塚縞の特徴などについて講師を招
いて講演会を行う。
④市民理解を深めるための方策検討
　他都市の事例調査を行って葛塚縞の市民理解
を深めるための方策を検討する。

２郷土芸能について
①郷土芸能の実演
　北区文化会館において、区内の郷土芸能を集
め市民に披露する。

１葛塚縞について
⑤常設展示案内追補版の発刊
　葛塚縞に関する紹介など「葛塚縞手織りの工
程」を含めた常設展示案内追補版を作成し、広く
市民に周知を図る。

年度計画
区
づ
く
り



受
益
者
負
担

　
概
　
要



受
益
者
負
担

　
割
　
合


